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アミノアシル-AMP-酵素+転移 RNA::::アミノアシル転移RNA+AMP+酵素 (2) 
現在まで多くのアミノアシル転移RNA合成反応は(1)の反応を調べることにより研究がなされてき
た。つまり (32p)で標識したPPi を用いていや ) ATPの生成を見る、いわゆるPPi -ATP交換反応が
広く用いられてきた。そこでまずイソロイシル転移RNA生成反応を中心に、ポリアミン存在下にお












まず、直鎖ジアミン (C=2~5) 、トリアミン、テトラミン、ぺンタミンは、イソロイシル転移 RN













y 位のリン酸が( 32 P )で標識された〔γ- 32p ] ATP と、イソロイシン、酵素とを培養することにより




での(32p]pPiの量は、 (y- 32 P ]ATP を標識しないATPに、またイソロイシンを[ 14 C )イソロイシン
におきかえて、同条件下で培養した時に生成きれるイソロイシル転移 RNA の量とほぼ一致した。〔γ
-32p )ATA と転移RNA、酵素の 3 者を培養した場合は、マグネシウム及びポリアミンのいずれが存
在する場合にも、[ 32 P )PPi の遊離は見られなかった。
これらの結果により、ポリアミンの促進するイソイシル転移RNA生成反応は、現在まで、マグネシ
ウム存在下で進行すると考えられている前述の 2 段階反応ではなく、イソロイシン、 ATP 、酵素お

















第 3 篇の論文ではこれまでの知見を補強するとともに、ポリアミン存在下ではアミノアシル転移 R
NAの合成が 2 段階に区分きれないで、いわゆる Concerted mechanismによって進行することを結
論している。
この研究はアミノアシル転移民 NA合成の反応機構解明に重要な貢献をなすもので、理学博士の学
位論文として十分に価値あるものと認める。
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